
内航ＲＯＲＯ船試験輸送（境港～博多港～東京港）の概要 
 

平成２８年１２月５日 
境 港 管 理 組 合 

 
昨年１２月の九州方面への試験輸送に続き、九州及び関東方面へのＲＯＲＯ船試験輸送を実施

し、ベースカーゴの掘り起しと輸送コストの検証を行います。 

 

【今回の特徴】 

 日本通運(株)の既存定期航路（東京港～博多港）を境港まで延伸することで、貨物を積替えるこ

となく大消費地である関東方面へのダイレクト海上輸送を実現 

 ・シャーシによる複合一貫輸送（ドアツードア輸送） 

 ・１２ｆコンテナによるオンシャーシ輸送 
 
【試験輸送の概要】 
○日 程  平成２８年１２月２日(金)～８日(木) （境港寄港日１２月５日（月）） 

○運航経路            今回延伸区間 

○運航船社  日本通運株式会社 

○使用船舶  RORO貨物船「ひまわり５」（日本海運(株)運航） 

○実施主体  境港管理組合（協力：境港流通プラットホーム協議会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用貨物の状況】 

発着港 移入（境港で荷揚げする貨物） 移出（境港から船積みする貨物） 

博

多 

貨物台数 トレーラ１２台、コンテナ１基 トレーラ１１台、自走３台、コンテナ３基 

貨物種類 洋紙、塩、原木、砂糖、ﾊ゚ﾚｯﾄ、酒類 洋紙、飲料水、合板、農機、米、建材、ﾊ゚ﾚｯﾄ 

仕 出 地 八代市、西海市、門司市、福岡市、大分市 米子市、境港市、伯耆町、松江市、津山市、真庭市 

仕 向 地 松江市、福山市、米子市、境港市、伯耆町 福岡市、鳥栖市、久留米市、佐賀市、古賀市 

東

京 

貨物台数 自走貨物１台 トレーラ９台、自走２台 

貨物種類 建設機械 洋紙、合板、農機 

仕 出 地 栃木県 松江市、米子市、浜田市 

仕 向 地 益田市 東京都、さいたま市、坂東市 

小 計 トレーラ１２台、自走１台、コンテナ１基 トレーラ２０台、自走５台、コンテナ３基 

合 計 ４２台・基（トレーラ３２台、自走６台、コンテナ４基） 

（注）RORO船： Roll On Roll Off Ship（ロールオンロールオフ船）の略 
トレーラーなどの車両を収納する車両甲板を持っていることで、クレーンを使わずに船の中にトレー
ラーやフォークリフトが自走して乗り込み、直接貨物の積み降ろしが出来る船。 

 
 
 

事業概要説明資料 

【運航船舶諸元】 
 総トン数 ：１０，４７０総トン 
 積載車両：１２ｍトレーラー１６０台 
 リーファー（温度管理）用電源有 

運航ルート（境港～博多港～東京港） 使用船舶「ひまわり５」 
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